
Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み 年間6回開催のところ、5回開催さ
れている。市職員・地域包括支援
センター職員が、毎回出席してお
り、会議内容も議事録に、キチン
と記録されている。
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次のステップに向け
て期待したい内容

自己評価

実施状況

「地域社会に信頼され貢献できる
ように、自己研鑽に努め、専門性
を高めます。」と当施設の基本方
針に掲げられており、職員に周知
し、実施している。

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

　地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

家族や地域社会との関わりが保てるよう｢
つなぎ役｣としての役割を担っていること
を理念に掲げ、折にふれ実践するように
努めている。地域で普通の生活が安心し
て継続できるよう支援する話し合いは頻
繁に行っている。

新型インフルエンザの為、行事（運動会
やお祭り等）の参加は控えたが、ご近所
の人がいつでも立ち寄よれるように働き
かけている。旬の食材を使った料理やお
はぎなどの手作りは、野菜を差し入れて
くださる農家や近所などに配るなどして
交流を頻繁に行っている。

家族が見えたときや、地域の人達に折に
ふれ｢認知症」の理解やケアなどを話すよ
うにしている。昨年は菅生地区の敬老会
で認知症の寸劇を行った。（家族で抱え
込まない社会介護の必要性と相談窓口紹
介などがテーマ）　湧水の郷が身近な存
在になりつつある。

広い野菜畑で野菜栽培を職員が利
用者と共に行っており、近所に
配ったり、差し入れをいただいた
り、近隣との交流を密にしてい
る。

昨年は５回実施し、第三者による貴重な
ご意見を聞けた。それらは全て職員に周
知しケアの実践に活かしている。特に退
居に関しては細かく経緯を紹介し、妥当
な判断であったかどうかを検討いただい
ている。

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

広い野菜畑は、当施
設の誇るべき財産と
思いますので、施設
の食材としての活用
は元より、近隣との
交流等にも役立てて
下さい。

運営推進会議は、施
設運営の基本ですの
で、２か月に1回の
開催をお願いしま
す。



5 4 ○市町村との連携

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

市介護保険課・地域包括支援セン
ターとは、必要に応じて連携を
とっており、協力関係は築かれて
いる。

身体拘束に就いては、厚生労働省
の「身体拘束ゼロの手引き」を職
員に周知し、実施している。玄関
は、日中施錠を行っていない。

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

家族が県外居住が多く行政の代行業務等
で足を運ぶことが多い。その時や電話な
どで相談したり指導いただいたりしてい
る。包括支援センター主催の｢認知症ケア
検討会」には毎回出席し、ホームが地域
で担う役割や認知症のケア指導や情報交
換などに努めている。

身体的拘束及び行動制限廃止マニュアル
や緊急止むを得ない身体に関する説明書
を作成し、正しく理解するようにしてい
る。夜間帯のみ玄関には施錠している
が、日中はいつでも自由に外に出られる
ようにしてある。

高齢者虐待防止関連法の内容は職員がよ
く把握している。又関係書類は備え付け
いつでも再認識ができるようにしてい
る。利用者や職員の日常の言動に管理者
は注意を払い、虐待が見過ごされないよ
うにしている。

　市町村担当者と日頃から連絡を密
に取り、事業所の実情やケアサービ
スの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでい
る

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

複雑な家庭や天涯孤独の入居者がいらっ
しゃるので、権利擁護や公証役場を利用
されたので、専門職からいろいろ学ぶ機
会がある。月１回安心サポート（権利擁
護事業）から見えている。



9 ○契約に関する説明と納得

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の

　反映

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

12 ○就業環境の整備

利用者家族等アンケートで、Ｑ：
職員は、ご家族やご本人のその
時々の状況や要望に合わせて、柔
軟に対応していますか？”に対し
て、全員が「よく対応してくれ
る」の回答になっている。利用
者、家族等の「意見が、良く反映
された運営を行っている。

月1回の定例会と、毎朝のミーティ
ングの中で、職員の意見を聞く機
会を作っている。管理者による個
人相談も随時受け付けている。

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

不安や疑問などを遠慮なく尋ねられるよ
うな雰囲気作をつくり、管理者が説明し
ている。些細な事でも丁寧にゆっくりと
説明し、理解と納得の上で手続きができ
るよう配慮している。

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

生活してきた環境が皆違うので価値観の
違いから、不満や苦情が生じるのは当た
り前なので遠慮なく表面にだされるよう
本人や家族に話している。来ホームや電
話の応対時などに柔らかくご意見をお尋
ねしたり、結果報告等にあたっている。

意見を聞く機会は常々意識してつくって
いる。実現可能なことは意欲や質の向上
に繋がるのでよく聴いた上で現場に反映
させている。失敗を恐れないよう又咎め
ないようにし、次に活かすよう指導して
いる。

本社が佐伯市にあり総括しているので、
施設長が連絡をとりながら職場環境の整
備や条件の整備を行っている。

家族会を活用して、
家族の意見を柔軟に
反映できるように、
ご努力をお願いしま
す。



13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

　代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取組みをしている

計画を立てて順次研修を受けケアの質を
高め、実践に取り入れるようにしてい
る。又旅費や日当、研修前後の勤務体系
に考慮し負担にならないよう配慮してい
る。開設４年目（２１年５月で）になる
ので漸く育成ができるようになってき
た。

管理者間の交流は研修や電話又は訪問等
で折にふれ情報交換を行い、ケアの実践
に活かしている。又職員も研修時を利用
して交流する機会を持ったり、意識して
他のホームの見学をするなど奨励してい
る。

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

現実的には本人の希望や納得が十分でな
いのに家族の意向による入居が大きい。
直接入院先から来られるケースもある。
家族の状況や思いを受け入れつつ可能な
限り本人に会い、不安な気持ちを察して
よく話を聞き解消に努めている。話を聞
いてくれる、待っていてくれるという安
心を大事にしている。

肉親を入居させることへの複雑な気持ち
を理解し、家族の立場（子供や嫁それぞ
れの）をよく聴き、本人との想いの違
い、家族同士の想いの違いも含めてしっ
かり受け止め信頼関係に努めている。



17 ○初期対応の見極めと支援

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援 週1回、馴染みの場所へのドライブ
を行っている。例えば、波野・産
山・阿蘇・竹田市内など、往復1時
間の範囲での外出・買物等を行っ
ており、入所者には満足していた
だいている。

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる

　職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

自分達の熱い想いで作った「理念」を実
践してる。職員は人が人を支え、支え
あって生きていく事の大事さを自覚して
いる。これまでのそれぞれの人生に思い
を寄せ、日々ので暮らしの中で喜怒哀楽
を共にし、利用者の安心と安定を生みだ
すように心がけている。

実情や要望をもとにその時点で何が必要
かを見極めるため、ホーム関係者だけで
なく居宅のケアマネージャーにも相談し
ている。必要と思えるサービスについて
は速やかにサービスできるよう配慮して
いる。

　職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

　本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

家族の思い（介護をしたくてもできない
又はホームにあずけておけば安心）に配
慮しながら、一緒に支援するよう働きか
けている。例えば一番頼りにし大事にし
ているのは家族だという事を代弁し、家
族の担う部分を理解していただき、介護
がゆだねきりにならないようにしてい
る。

留守宅訪問や馴染みの場所にはドライブ
を兼ねて行く。又親しい人や家族、親戚
がお出での時は畳の部屋で他の入居者と
は別にお茶や食事を用意し、くつろいで
いただいている。



21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

24 ○これまでの暮らしの把握

　利用者同士の関係を把握し、一人
ひとりが孤立せずに利用者同士が関
わり合い、支え合えるような支援に
努めている

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

好きなテレビやビデオ、茶話会では同じ
思いの人に声かけする。又お祝い事や不
幸は状況を説明しお互いを思いやる気持
ちを大事にしている。入院時には入居者
の言葉を伝えたり、写真を床頭台に置き
一人ではない事を、皆が待っている事を
感じていただくようにしている。

退所（病院・特養等）した人には、みん
なの写真やメッセージを大きく模造紙に
書き、壁などに貼ってもらっている。又
近くを通ったら立ち寄ったり、時節の便
り（賀状・暑中見舞い・誕生祝など）を
家族や本人にだしている。

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討してい
る。

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでのサー
ビス利用の経過等の把握に努めてい
る

これまでの人生を大事に思いやりながら
想いや意向、希望に沿って対応してい
る。「聴いても実現は困難｣と見なさず一
緒に実現への課程を共有するようにして
いる。又把握が困難な場合は関係者で本
人の視点に立って意見をだし合い、話し
合って事に当っている。

利用者個々の歴史や馴染みの暮らし方及
び入居に至った経過は可能な限り把握す
るよう努めている。日々の暮らしの中か
ら折に触れ｢気付かされる・気付く｣こと
は多々ある。この積み重ねを大事にした
い。

入所者より、自宅訪問の希望が出
て、家族に伝えたが、入所前の経
緯から家族から断られたケースで
は、本人にはドライブに行くとい
うことで、自宅周辺を通って、
スーパーで買物をしてもらい満足
していただいた。このように、何
とか希望を叶える努力を行ってい
る。



25 ○暮らしの現状の把握

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタ

　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の

　多機能化

　一人ひとりの一日の過ごし方、心
身状態、有する力等の現状の把握に
努めている

　本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

できない、嫌だと思える事でもそのとき
の雰囲気と心身の状態が噛みあって思わ
ぬ力を発揮されることが多々ある。総合
的な把握もさることながら、関わりの中
で潜在能力を引き出せるようにしてい
る。新たな発見はお互いに喜びあうよう
にしている。

日常の関わりで、そのとき直ぐに対応す
るケアや見直し、観察を要する事など頻
繁に現場サイドで話し合っている。その
上で本人の想いや希望などを聴き、、そ
れから家族と本人及び関係者と話し合い
計画に反映している。

管理者が介護支援専門員なので、
介護を行いながら、毎日モニタリ
ングを行っている。しかし、ＡＤ
Ｌの変化がない場合が多いので、
見直しなしのケースが多い。計画
は見直しなしでも、介護を行う際
は、気ずき、観察等で、状況に合
わせて、変えることが多い。

　日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入し、
職員間で情報を共有しながら実践や
介護計画の見直しに活かしている

　本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んで
いる

毎日介護記録や申し送りノートに記録を
とり情報を共有しあっている。又短時間
でも毎日気付きや結果などの共有に繋げ
るように意識して話し合っている。これ
らのことを根拠にしながら介護計画の見
直しに役立てている。

入院したとき県外の家族に代わっての入
院準備や付き添い(点滴など）、介護施設
の紹介や説明（ケアマネージャー）、家
族の居ない人の受診介助など必要に応じ
柔軟に支援している。



29 ○地域資源との協働

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

　一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の力
を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援して
いる

　受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかりつ
け医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援
している

家族がいない入居者には民生委員との関
わり、犬の好きな人には近所の犬のボラ
ンティア、馴染みの人が集うカラオケ大
会の参加など地域の人達と連携を密にし
ている。

入居時に馴染みの主治医による継続的な
医療が受けられるよう本人を含め、家族
や主治医に説明し安心してもらってい
る。状態の変化で止むを得ず医療機関の
変更が生じたら家族、本人に説明し同意
の上で変更している。また出向いて主治
医に報告し信頼関係を損なわないように
している。

入所前の馴染みのかかりつけ医で
の医療体制を維持している。必要
な場合、当施設の協力医として
は、秦医院にお願いし、柚須医院
には、月1回の往診をお願いしてい
る。

　介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内の
看護職員や訪問看護師等に伝えて相
談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援してい
る

　利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだけ
早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行ってい
る。

職員に看護師はいないが、協力医院やか
かりつけの医療機関と連携を密にし、適
切な受診や看護が受けられるようにして
いる。個々の心身の変化には観察を怠り
なく各種健康チェックの数値の変動にも
注意を払い、主治医に報告を行い、適切
な指示や指導をいただいている。医療職
がいないだけに細心の注意を払ってい
る。
主治医や医療機関には本人及び家族の意
向、それにホームの介護力を伝え、入院
や退院の目安となるよう日頃より伝えて
いる。ケースワーカーとは連絡を取り合
い、ホームの見学や介護方針等情報提供
を行い関係作りを行っている。入院中の
面会にも力を入れている。



33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有

　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

35 13 ○災害対策

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

個人情報の管理については、秘密
厳守を職員に徹底している。ま
た、入浴時のプライバシーは、個
人浴であるので、しっかり守られ
ている。

　火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる方
法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている

重度化したときや終末期の事業所として
の方針を、早い段階で本人及び家族と話
し合い意向をよく聴き説明している。又
主治医とは事務所の方針と介護力を早い
段階で説明し、家族との話し合いに参加
してもらったり、慎重な話し合いの参考
意見としていただいたりしている。話し
合った結果は全員で方針を共有してい
る。

消防職員から救急法は全員受けている
が、定期的な訓練は行っていない。しか
しいつでも見れるところにマニュアルを
おき、夜間勤務時や必要時に意識して確
認し、緊急時に備えている。また、緊急
時の協力員として近所の３名の方の電話
連絡がいつでもとれるよう貼ってある。

マニュアルを作成し各担当者を決めてい
る。地区分館長や近所の人達、地元消防
団にも協力要請をしている。

　重度化した場合や終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

当施設は、看護師が勤務していな
いので、終末期医療は行わないの
で、その点を、入所時家族とよく
話し合っており、同意書もいただ
いている。重度化した場合は、病
院や特養（見晴が丘等）にお願い
している。

災害マニュアルは、キチンと作成
されている。スプリンクラーは、
今年の８月～９月に設置を予定し
ている。

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

人生の先輩であること、その人の人生は
今がどうであれ尊いものであることを、
職員は根本に据えて接している。特に個
人情報の取扱いは家族や知人であっても
場合によっては漏らさないように指導し
ている。職員は採用時に説明のうえ誓約
書をとっている。

　一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉かけ
や対応をしている

特に、夜間に、絶対
に災害を起こさない
ように、ご努力をお
願いします。



37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援 食事担当職員は、当日は介護はし
ない。献立は職員が入所者の意向
を聞いてその日その日に作成し、
入所者には下準備、味見などお願
いしている。食事は、入所者と職
員が一緒にいただいている。食材
の野菜は、殆んど施設所有の菜園
で出来るので取り立ての野菜を食
材と使用できる。

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

日々の密度な関係で｢慣れ」が生じやすい
ので、早合点や会話だけで理解したつも
りにならず、表情や眼の動き、体全体の
反応を注意深く観察するようにしてい
る。自己決定ができるようゆっくりと顔
を見て声かけしている。

入居者の心身状態を考慮し、その時々で
生活のリズムが違う事や、利用者主体の
生活である事を認識しているので、利用
者に合わせて（希望に沿って）臨機応変
に支援している。

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

似合う服や調和の取れた衣類を選び、化
粧や髪型をしたときは誉める。衣類はと
り易いように一緒に整理したりハンガー
に掛けておく。理容や美容は声かけし自
分で髭剃りをしたり、美容師に来ても
らったり、行ったりしている。１日１回
は更衣している。

時々は好きな献立を聞いて希望に応え
る。厨房に入り下準備や味見・テーブル
拭きなど手伝ってもらい、出来立てを一
緒に味わいながら食べる。又行事の献立
は豪華に、｢謂れ｣を大事にし、旬の食材
は早めに食卓に出すようにしている。

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

食事で、入所者と職
員が一緒に、楽しく
いただくことを今後
も継続して下さい。



41 ○栄養摂取や水分確保の支援

42 ○口腔内の清潔保持

43 16 ○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

排泄については、オムツ使用者〈1
名）紙パンツ使用者（7名）につい
て、日中は、排泄チェック表で、
トイレ誘導を行い、排泄の自立に
向けた支援を行っている。

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

新鮮な自家製野菜を中心とした献立を偏
らないよう、状態の応じた食事形態で提
供している。また摂取量のチェックを行
い（食事や水分）、脱水症状にならない
ようにしている。好き嫌いにも個々に対
応。

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

口腔ケアは毎食後必ず本人がした後に
（能力に応じ）磨き直しを行っている。
又定期的に入れ歯は洗浄し、コップや歯
ブラシは夜に洗い乾燥させている。
チェック表に記録し磨き忘れがないよう
にしている。

ＡＤＬや排泄チェックより、個々の排泄
パターンを把握し声かけや誘導、見守り
に一部介助を行い、オムツ使用は最小限
にしている。またオムツ使用で会話がで
きなくても表情や身の動きで職員２人で
トイレ介助を行うなど排泄の自立に向け
た支援を行っている。

繊維の多い野菜やヨーグルト、キウイな
どの飲食物摂取の工夫や、外庭を歩くな
どの運動をしている。又便器に座らせて
マッサージをするなど予防に取り組んで
いる。排泄チェックを見て、頑固な場合
は主治医に相談し、便を軟らかくする薬
を使用する。

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている



45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

47 ○服薬支援

48 ○役割、楽しみごとの支援

入浴は、隔日に1回となっている。
原則として、入浴は午前中に行
い、午後は行事に充てることにし
ている。失禁された方について
は、その都度入浴して、清潔を保
つように配慮している。

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

一人一人の生活習慣や身体状況、その
時々の希望を大事にして柔軟に対応して
いる。目安のため入浴チェックを行い拒
否する人の｢促し｣の参考にしている。入
浴はリラックスし、ゆっくりと安全に
入ってもらっている。又、温泉の成分に
近づけるために「ホームサパー」の機器
を取り付けている。（痒み防止・温まり
効果・軟らかいお湯の質）菖蒲湯やゆず
風呂も行う。

居室は安全と習慣を考慮してベットを用
意し、いつでも必要に応じ横になれるよ
うにしている。（ホールには長椅子・衝
立で仕切った畳の間にはコタツがある）
又布団は可能な限り「太陽｣に干し、シー
ツは頻繁に洗濯し清潔保持と安眠に繋げ
ている。

主治医より投薬される薬は、薬の情報提
供で理解をしている。しかし飲み忘れが
無いよう又間違いがないように、名前と
日付をいれ２人の職員で確認しあってい
る。服薬による副作用や症状の変化には
気を配っている。副作用があれば直ぐに
主治医に連絡している。

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

今までの生活歴を参考に、関わりの中か
ら新たなヒントを得て潜在能力を発揮す
るきっかけを作り出すよう働きかけてい
る。（好きな献立の提供・左官作業・厨
房手伝い・縫い物等）

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている



49 18 ○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

入所者にとって、外出が最大の楽
しみであり、当施設では、その気
持ちを大事にしている。利用者家
族等アンケートの”Ｑ：御本人
は、職員に支援されながら戸外の
行きたいところへ出かけています
か？”に対して、「良く出かけて
いる。時々出かけている。」と全
員が答えている

調査の時、リビングルームには、
懐かしい歌の歌詞が掲示されて
あった。常に馴染みの居心地良い
共用空間作りに配慮されているこ
とを感じた。

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

近所の家に犬を見に、或いは散歩にドラ
イブ・山菜取り・買い物同行・定期受診
時に遠回りするなど可能な限り外出でき
るようにしている。家族にも一緒にか外
出するなど働きかけている。外に出ての
表情や会話の生き生きとした変化をどの
職員も感じ取っており、外出を一緒に楽
しんでいる。

能力に応じ、家族と相談しながら所持や
購入時にお金の支払いができるようにし
ている。

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

定期的に、或いは必要に応じいつでも電
話で話せるように支援している。又賀状
や暑中見舞い等一部職員が手を加えたり
してやり取りをしている。

目に触れるところに花や観葉植物や懐か
しい歌詞を書いて貼り、季節を感じなが
ら居心地良く過ごせるようにしている
（屠蘇器・こいのぼり・雛人形など）又
いつでも読んだり見たりできるよう新聞
や雑誌を置いている。

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援をしている

　共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）が、
利用者にとって不快や混乱をまねく
ような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よ
く過ごせるような工夫をしている



53 ○共用空間における一人ひとりの居場

　所づくり

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な

　環境づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

畳の間には堀コタツがあり、座椅子や座
布団を置きいつでも思い思いの姿勢でく
つろげるようにしてある。その他テレビ
の前にソファや長椅子を、玄関とカウン
ターの横には椅子を、ソファの横には
マッサージ器を配置し観葉植物を置いて
いる。又人目を遮るような移動式の衝立
を備えて活用している。

居心地の良い自分の部屋である為に、使
い慣れたタンスやソファ・小物入れ・寝
具を持って来られている。いつでも家族
の温もりが感じられるように家系図や子
供、孫の写真や手紙が貼ってある。また
手鏡や櫛・電気カミソリなどの日用品
は、修理しながら使い慣れたものを使用
し、その人が安らげるよう配慮してい
る。

加齢と共に心身の低下が見られるので、
実情にあわせて安全な動線となるよう手
すりを取りつけ、ベットや椅子、テーブ
ルなどを配置換えしている。居室やホー
ルは段差がなく手すりを配置し、トイレ
や浴室は滑らないよう工夫されている。
又歩行線上に障害物を置かないようにし
ている。

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

布団等は持ち込みとなっており、
その他馴染みの家具や仏壇等が飾
られており、入所者が自分らしい
生活ができるように配慮されてい
る。



Ⅴ　アウトカム項目

○

1，毎日ある
○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある
4．ほとんどない

○ 1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない

○ 1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない

○ 1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

3．利用者の1/3くらいの
4．ほとんど掴んでいない

1.ほぼ全ての利用者の
2.利用者の2/3くらいの

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

59
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

60

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせ
ている。
（参考項目：28）

58



○ 1，ほぼ全ての家族と
2，家族の2/3くらいと
3．家族の1/3くらいと
4．ほとんどできていない
1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある
3．たまに
4．ほとんどない
1，大いに増えている

○ 2，尐しずつ増えている
3．あまり増えていない
4．全くいない
1，ほぼ全ての職員が

○ 2，職員の2/3くらいが
3．職員の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない

○ 1，ほぼ全ての家族等が
2，家族等の2/3くらいが
3．家族等の1/3くらいが
4．ほとんどいない

68 職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深ま
りがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

66
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。


